
学校安全部会での話題提供	

•  今村文彦	  
•  東北大学災害科学国際研究所	  
•  津波工学教授，所長（2014-‐)	  
•  東北大学大学院博士課程修了．東北大学工学部土木工学科助手（1989

年），同大学院工学研究科附属災害制御研究センター助教授（1992年），
教授（2000年）を経て、現在同災害科学国際研究所教授（所長）．	

•  主な専門分野は津波工学、津波防災・減災技術開発、津波数値解析を
始めとした流体波動数値解析、津波被害調査など．津波数値モデル移
転国際プロジェクト（TIME）責任者．	  

•  東日本大震災復興構想会議検討部会，中央防災会議東北地方太平洋
沖地震を教訓とした地震・津波対策に関する専門調査会，宮城県震災復
興会議，気仙沼市中島海岸・津谷川災害復旧事業に関する検討会委員
長などのメンバー	  

•  東日本大震災を受けた防災教育・防災管理等に関する有識者会議	  
•  地震調査研究推進本部地震調査委員会津波評価部会部	  
•  みやぎ防災教育推進ネットワークメンバー	
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学校安全（防災）での話題提供	

•  防災教育の役割	  
–  第３回国連防災会議でのフォーラム	  
–  仙台宣言の冒頭	  

•  学校安全管理について	  
–  災害・気候変動（リスク）対応の考え	  

•  不確定性（ uncertainty）について	  
•  防護（reduc8on;	  予測，低減・管理），順応（mi8ga8on),撤回（reloca8on)	  

–  学校での防災主任・主幹の制度導入（宮城県）	  
•  防災教育（教材等）について	  

–  義務教育，高等教育	  
–  副読本の作成，みんなの防災手帳	  

•  地域との連携について	  
–  避難所運営の課題	  
–  連絡協議会の意義	  
–  経験・教訓の伝承	
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１．防災教育の役割　仙台宣言	  



 
  
  

2015 年3月14日 

  	
防災教育はすべての防災対策の礎である。自然災害を乗り
越える力は、過去の経験、先人の知恵を学び、家庭・学校・
社会において協働で日頃から実践し育んでいくわたしたち
一人一人の能力にかかっている。その力を組織的に高める
試みが防災教育である。	
わたしたちは、防災教育を積極的に進め、自然災害から尊
い命を一つでも多く救い、多くの人々と協力しながら厳しい
状況を克服していかなければならない。	
 

防災教育交流国際フォーラム 
「レジリエントな社会構築と防災教育・地域防災力の向上を目指して」  

  

仙台宣言 
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2015 年3月14日 
 

防災教育はすべての防災対策の礎である。自然災害を乗り越える力は、過去の経験、先人の知恵を学び、家庭・学
校・社会において協働で日頃から実践し育んでいくわたしたち一人一人の能力にかかっている。その力を組織的に
高める試みが防災教育である。わたしたちは、防災教育を積極的に進め、自然災害から尊い命を一つでも多く救い、
多くの人々と協力しながら厳しい状況を克服していかなければならない。 
  
本日のフォーラムでは、日本と世界で防災教育に関わる多様なステークホルダーによる交流が行われ、様々な経験
と教訓、および活発な発動が紹介された。災害を乗り越え復活する力を備えた「レジリエント」な社会を構築する
ために、地域ぐるみによる防災教育を通じた地域防災力の向上が必要不可欠であることが確認された。私たちは、
国内外のネットワークをもとに以下の活動に取り組み、第3回国連防災世界会議で採択されるポストHFA(Hyogo 
Framework for Action；兵庫行動枠組)の推進に貢献していくことを宣言する。 
   
1.  国内外の被災地ならびに被災懸念地域と連携し、各学校や地域等での実践を支援し、経験を共有するとともに、
学校防災・地域防災における研究者・実践者の人材育成を進める。 

  
2.  世界各国における自然災害リスクの軽減を念頭に、学校防災、地域防災に関して、東日本大震災を含む日本の大
規模災害からの教訓を国際的に積極的に発信する。 

  
3.  ポストHFAにおいて、国連機関等が推進する「セーフスクール」の枠組みと連携し、国際的に展開可能な学校防
災や地域防災に関する研究、実践、普及、高度化に貢献する。 

  
4.  レジリエントな社会の構築に向けて、「持続可能な開発のための教育（Education for Sustainable 
Development:　ESD）」との連携を図りつつ、災害アーカイブ等の震災記録の活用を含む、「地域に根ざした」
全ての市民を対象とする防災教育モデルの開発、実践、普及、高度化を目指す。 

 
以　上 

防災教育交流国際フォーラム 
「レジリエントな社会構築と防災教育・地域防災力の向上を目指して」  

  

仙台宣言 
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不確定性について	

•  防災・減災を検討・対応する際に，予測や評価が重要になります．	  
•  この際に，不確定性というキーワードを避けて通れません．科学の

中にも，この不確定性はいつも存在します．	  
•  認識論的不確定性（epistemic	  uncertainty）と偶然的ばらつき

（aleatory	  uncertainty）が存在します．	  
•  認識論的不確定性	  

–  現象に関する知識が不十分または不完全であることに起因する不確
定性。モデル化誤差．データの蓄積，科学の進歩により低減可能な
性質を持つ．	

•  偶然的ばらつき	  
–  現象の偶然性に起因する不確実性で、観測・測定情報のばらつきと

して表現されるもの。	  
•  将来，いつどこで発生するか分からない災害（リスク）に対して，不

確定性の中で，情報収集，判断，行動を取る必要があります．	

２．災害・気候変動（リスク）対応の考え	  
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災害（リスク）への対応方法	

•  防護（reduc8on;	  ），順応（mi8ga8on),撤回（reloca8on)の三段
階あります．	  

•  防護（reduc8on;	  予測，低減・管理）	  
–  予測し評価し，現れたリスクに対して事前に予防または低減します．

社会ニーズや費用対効果などの考えの下リスクを管理します．津波
防災のレベル１の考え	  

•  順応（mi8ga8on)	  
–  予防できないリスクがあったとしても許容し，その発生の後に出来る

だけ被害が拡大しないこと，早い復旧・復興に繋げていきます（減
災），津波防災のレベル２の考え	  

•  撤回（reloca8on)	  
–  予想されるリスクがあまりにも大きいために，そこの地域での活動を

諦め，リスクの低い他の地域へ移動をします．	  
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３．みんなの防災手帳とは？	

①“災害と共存して「生きる力」”を高める	  
②市民ひとりひとりの災害対応能力を底上げする（自助が前提）	  
③東北大学災害科学国際研究所のミッション「実践的防災学」を

カタチに	  
④マニュアルではなく手帳であること	  
	  
⑤母子健康手帳をイメージ	  
　（子：生まれる前～生まれてから～成長するまで／	  
　　災害が発生する前～災害が発生して～	  
　復興に向かうまで）	

8	



「被災時間軸」について	  
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“失見当”�

“被災地社会の成立”�

“災害ユートピア”�

“現実への帰還”�



「みんなの防災手帳」のポイント	
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【ポイント①】　�
いざという時、家族のルールや大切な情報を書き込める�

「手帳」形式のページを冒頭に設定。�
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【ポイント②】　�
発災前から復旧復興まで、その時々で必要な情報が�

すぐに引き出せるように、「被災時間軸」に即した編集�

発災前	 発災～10時間	 １０～１００時間	 １００～１０００時間	 １０００～１００００時間	

「みんなの防災手帳」の6つのポイント	
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【ポイント③】　�
　　被災者の実感と実践的教訓を伝えるために、�

　　東日本大震災の被災者の「生声」を収録する�

「みんなの防災手帳」の6つのポイント	

ＩＲＩＤｅＳが実施した東日本大震災の被災者ヒアリング調査を活用。	
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【ポイント④】　�
被災時の具体的な行動指針を提示するために、�

つねに「動詞」で語りかける�

体言止めでなく 
「動詞」止め	

「みんなの防災手帳」の6つのポイント	



学校安全部会での検討項目との対応	

•  3.11東日本大震災での教訓	  
•  生活安全・交通安全・災害安全の融合（意義，意味）	  
•  教科横断的なカリキュラム・マネージメント	  

–  知識の提供，判断力の向上	  
–  災害科学と実践的防災学	  
–  みんなの防災手帳の作成	  

•  教員の資質・能力の向上	  
–  防災主任・主幹	  
–  学校安全管理	  

•  地域との連携のあり方	  
–  ネットワークづくり	  
–  避難所の運営	  
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